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第 4主題 結 核

ビ ル マ の 結 核

荒 木 威 (武蔵野赤十字病院)

昭和37年度のコロンボ計画による医療援助は海外技

術協力事業団と日本赤十字社の共同の事業として行な

われ,実際にはビルマに巡回診療団を派遣 した｡私は

診療団団長として昭和38年 1月18日より同年 6月 1日

までビルマに滞在 して団員と共にビルマ人の診療に従

事 した｡診療団の構成は団長 (内科),外科 1,小児科

1,看護婦 1,助産婦 1,(以上武蔵野赤十字病院),

通訳 1, (海外技術協力事業団)であった｡診療団の

目的はビルマ人に対する一般診療であり,結核集団検

診は仕事の一部であった｡ レントゲン撮影は大型 自動

車に固定 した東芝 KCD 5型間接撮影装置により,カ

メラはキャノン間接撮影用 35mm, フィルムはフジ

100Feet長尺無孔を使用 した｡診療団は順次に基地を

ブローム,ペグ-,ニヤングレビン, トング-,メチ

ラと移動し,これらの中都市 (人口3万-8万)およ

び附近の村落において診療を行なった｡ レントゲン撮

影数は約25,000で,そのうち読影可能のもの24,500で

あった｡ これはその時までに日本人医師が外国に出張

して,外国人のレントゲン撮影を行なった最多記録で

あった｡海外技術協力事業団発行の ≠開発途上にある

国々の結核問題〃 (結核に関する海外 技術協 力 セ ミ

ナー講演集 〔昭和40年3月コ30貢に記載 してあるビル

マのⅩ線撮影数2,500,読影可能2,450は共に誤 りであ

る.) 以上のうち結核と判定 したものは848 (3.5%)

であった｡この成績を考えるに,ビルマに現在結核が

多い事は明白であるが, しかし我々が予想した程に悲

惨な状態ではなかった｡強力な抗結核剤出現以前の戦

中戦後の日本よりはやや少ないといえるであろう｡ こ

れは如何なる理由によるのであろうか,甚だ興味ある

問題と考える｡
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イン ドネシア共和国バ リ島に

おける結核の現状

羽 生 正 (立川病院)

私はコロンボ計画による診療団の一員 と して,70

mm.MirrorCameraをつけたレントゲン車を持参

し,1964年 3月より4カ月間,バ リ島において,主と

して結核の診療に従事すると共に,学童にツ反,公務

員に集検を行なった｡

1) バ リ島 (Fig.1参照)は四国の約十の大きさ,

人口約 200万人といわれ,医師は当時約30人で,人口

10万対 1.5となっていた｡病院は9カ所にあるが,そ

のうち首府デンパサールにあるワンガヤ病院はベッド

数約 300床で,バ リ島第2の規模を有 しているO この

病院の大部分はバ リ島唯一の結核専門病棟となってい

るが,結核の診療に当たっているのは,経験の浅い一

般医 1名であった｡

Fig.I TheDistributionofHospitals
inBali

2) この病院の結核外来を訪れる患者の ほ とん ど

は,血窮を主訴としており,定型的なラ音を聞かれる

ものも多 く,頚腺結核の各型 も見 られた｡
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Tatlle1Tubercu linReactionof Schoo lChildren in15Prim ary Schools

inDenpasarDistrictofBali (Both BCGVaccinatedand Non-

vaccinated Groups)

Sex TuberculinReaction

Total
Male Fema le

-

-

-

-

10

1l

l-

1-

1-

1-

1-

1-
竺

0
㌦
T

8

6

4

2

6

4

5

3

4

2

1

1

1

7

6

8

7

4

3

0U
I

4

1

1

2

2

2

2

2

1

1

0

9

5

5

0

3

3

4

7

6

9

1

0

1

3

4

7

8

4

6

1

5

6

1

1

2

2

2

2

2

2

1

8

5

9

7

6

7

8

7

1

8

0

2

1

1

1

0

5

5

8

9

9

7

0

3

3

5

5

5

4

4

3

2

1

5-9 10く

Conversion
Rate (% )

g

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

r
B

eL一

l

1

1

1

1

1

1

1

1

.
0

1,912 1,837 3,749

1

27

98

1日

134

124

151

106

88

32

10

0

0

882
(23.5%)

1 16 5.5

50 238 15.8

88 323 . 17･2
117 329 21.0

120 302 1 21.5

140 216 : 30.1
148 199 29.7

139 152 35.0

90 93 33.2

12 8

2 0

0 1

953 1,914
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診断には血沈およびレントゲンの透視を主とし,特 3) 治療は INAH,SM の併用で PASを始め他

殊な場合のみ直接撮影を行なうが,断層撮影,気管支 の薬剤は使用されておらず,一切の外科的療法は行な

造影等は不能であり,啄疾検査は塗沫のみで,培養は われていなかった｡

出来なかった｡ 4) 結核対策としてはバ リ省衛生局の計 画 の下 に
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1962年よりツ反,BCG 接種を行なっているが,間接撮

影による実検は行なわれていなかった｡なお BCG接

種による陽転率は低いようであった｡我々の実施 した

学童のツ反で BCG接種群と非接種群との問に差がな

かったからである (Table2,3参照)｡

第 4巻 帝4号

5) 我々が実施 したツ反および間接撮影 の結 果 は

Table1,2,3および4の通りであった｡ツ反の判定

は皮膚が黒いため発赤が不明で硬結のみで判定 したも

のも多かった｡ツ反集栓に対する協力は我々の予想以

上のものがあり,容易に実施することが出来た｡

Table3 TuberculinReactionofSchoolChildrenin15PrimarySchools
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Table4 ResultsofCase-丘ndingSurveybyRadiophotographyinBali
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Note:KutaVillageiscomparativelywealthyonethatlocatesintheplainbetween
theAirportofBaliandtheCapitalofBali.
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